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はしがき
菅原は平成9- 10年度科学研究費補助金(基盤研究(C)(2))により甲状腺ホルモンレセプ
ターのリン酸化に関する研究を行った｡本研究により菅原は､ 1 )甲状腺ホルモンレセプタ
ーがカゼインキナ-ゼIlという酵素によってリン酸化を受けることを明らかにするととち
に､ 2)リン酸化により甲状腺ホルモンレセプターとNuclear Receptor Coィepressor
(N-CoR)との結合が増加し､その結果ホルモン非存在下でのBasal Repressionが増強す
ることを世界に先駆けて解明した｡本冊子では1 )平成11年7月掲載予定の和文原稿およ
び2)欧文誌投稿予定の原稿の両者を研究成果としてに報告する｡なお､口頭発表した第
71回日本内分泌学会学術総会(平成10年6月5日､福岡)では､本研究が高得点演題に
選定された｡
研究組織
研究代表者:菅原　明　く東北大学医学部第二内科助手)
研究協力者:本研究の遂行にあたり以下の研究者の協力や助言を得た｡
ここに名を記して深く感謝の意を表する｡
(東北大学医学部第二内科)
伊藤貞嘉教授､竹内和久講師､宇留野晃先生
(ハーバード医科大学)
Wi=am W.Chin教授､ David B.Sacks助教授､ Paul M.Yen助教授
研究経費
平成9年度:210万円
平成10年度: 100万円
計:310万円
研究発表
原著:菅原　明､他
ヒトβl型甲状腺ホルモン受容体(hTRβ1)のカゼインキナ-ゼIl (CKH)によるリン
酸化メカニズムの解明　　診療と新薬　第36巻　第7号1 999　掲載予定
口頭発表:ともに菅原　明､他
ヒトβ1型甲状腺ホルモン受容体(hTRβ1)のカゼインキナーゼI l (CKll)によるリン
酸化メカニズムの解明　第14回　甲状腺病態生理研究会(平成10年1月31日､東京)
ヒトβ1型甲状腺ホルモン受容体(TR匝)のカゼインキナーゼI l (CKll)によるリン酸化
メカニズムの解明　第71回日本内分泌学会学術総会(平成10年6月5日､福岡)
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